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写
真
植
字
の
百
年

開館時間─10時～18時（入場は 17時 30分まで）

休館日──毎週月曜日（ただし、9月 23日、10月14日、11月4日、

2025年1月13日は開館）、9月24日火、10月15日火、
11月 5日火、12月28日土～ 1月 5日日
入場料──一般 500円、学生 300円、高校生 200円
※ 20名以上の団体は各50円引き　※中学生以下および70歳以上の方は無料

※障がい者手帳等をお持ちの方および付き添いの方は無料　※11月3日（日・祝）文化の日は入場無料

会場───印刷博物館
主催─── TOPPANホールディングス株式会社　印刷博物館
協力───株式会社モリサワ╱株式会社写研
╱リョービMHIグラフィックテクノロジー株式会社╱株式会社文字道

’24　9.21㊏▶’25　1.13㊊㊗

そ
れ
は
何
れ
も
寫
眞
法
を
利
用
し

て
、
全
然
金
属
活
字
の
助
け
を
借

る
ま
い
と
す
る
考
案
で
あ
る
。
…
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そ
し
て
何
よ
り
も
我
等
を
歓
ば
せ

る
こ
と
は
、
こ
の
考
案
が
、
こ
の
方

面
で
は
非
常
に
不
幸
な
地
位
に
あ

る
吾
々
象
形
文
字
の
國
民
に
も
幾

分
の
恩
恵
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及
ぼ
す
だ
ら
う
と
稱

せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
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寫眞植字機とは何かといふ問に対し、

最も手っ取り早い説明は光線のタイプライターと

云ったらよろしからう。

タイプライターの機械的印字方法を

寫眞的装置を以て置換へ、

それに複雑さと精密さを加味したものが、

寫眞植字機である。

即ち光線のタイプライター又は

寫眞タイプライターと言ってもよろしい。
―石井茂吉

「寫眞植字機―光線のタイプライター」
『書窓 11』第2巻第 5号 アオイ書房 
1936 年
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皆んなで書体をつくろう！

……書体が豊富になれば,日本の

文字表現は世界で,まねのできな

いほど豊かで変化ある,おもしろ

いものに展開するだろう。それは

グラフィックデザインのみなら

ず,あらゆる分野の文字に大きな

影響を与えるだろう。
──桑山弥三郎『書体デザイン』 
株式会社グラフィック社 1971年

写植の字母には、活字のようなボディはありませ
ん。そこで組版の便宜上、活字のボディに相当す
るものを“仮想ボディ”と呼んでいます。広告の見
出しなどの大きな文字では、ベタ組では字面の間
が空きすぎる場合があります。そのときは、仮想
ボディを重ねて、字面と字面の間を詰めて組みます。
これは“詰め印字”または“詰め打ち”といい、物
理的なボディのない写植独特の組み方です。

変形には長体・平体・斜体の3種類がある。
変形率により、1番（-10％）・2番（-20％）、

3番（-30％）がある。
全部で24種類の変形が得られる。
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『写植NOW［1］』株式会社写研 1972年

『写植NOW［1］』株式会社写研 1972年

三谷幸吉　『誰にも判かる印刷物誂方の秘訣』
印刷改造社 1930年

『TYPO1』グループ　〈タイポ〉1970年

写真植字機 PAVO-KY
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MC型図面　モリサワ蔵
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一
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植
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績
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写
真
植
字
は
そ
の
利
便
性
に
よ
っ
て
職
場
環
境
の
改
善
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
多
く
の
美
し
い
書
体
の
開
発
が
容
易
に
可
能
と
な
り
、
多
様
な
書
体
が
印
刷
を

彩
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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〇
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ォ
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ト

へ
と
文
字
印
刷
の
技
術
的
、
表
現
的
な
橋
渡
し
を
担
っ
た
こ
の
写
真
植
字
に
つ
い
て
、

そ
の
歴
史
、
役
割
、
仕
組
み
、
さ
ら
に
は
書
体
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

［関連イベントのご案内］
※いずれにイベントも企画展入場料のみでご参加いただけます
※詳細は印刷博物館のwebサイトでご確認下さい

講演会「写植発明の歴史─メディア、言語、社会」
講師─阿部卓也（愛知淑徳大学創造表現学部准教授）

日時─ 10月26 日土会場15:00～17:00／オンライン配信 15:00～16:30
※会場では講演会終了後講師と担当学芸員が実物の資料を交えてお話します

会場─印刷博物館研修室（地下 1階）／オンライン配信
定員─会場80名　先着順（事前予約制）

写真植字機デモンストレーション「MC-6 型（2024）」
講師─村辻博見（株式会社モリサワ）、長谷川昌紀（株式会社モリサワ）

日時─ 11月16 日土 11:00 ～11:30、13:30 ～14:00
11月 30 日土 11:00 ～11:30、13:30 ～14:00
場所─印刷博物館企画展内 「MC-6 型（2024）」展示前
定員─各回 20 名　先着順（当日会場受付）

参加者の中から当日会場での抽選で、MC-6 型（2024）での印字体験ができます

学芸員によるギャラリートーク
日時─ 9 月28 日土 15:00 ～
10 月12日土 15:00 ～
集合場所─印刷博物館企画展入口
定員─各回 20 名　先着順（当日会場受付）

交通のご案内
●江戸川橋駅 ───東京メトロ有楽町線　（4番出口）より右へ徒歩約8分
●飯田橋駅 ─── JR総武線　（東口）、東京メトロ有楽町線、東西線、南北線、都営地下鉄 

大江戸線　（B1出口）より徒歩約13分
●後楽園駅 ─── 東京メトロ丸ノ内線、南北線　（1番出口）より徒歩約10分
●都営バス　［飯64　］ ─九段下～飯田橋駅～小滝橋車庫／［大曲］［東五軒町］下車徒歩約3分
●都営バス　［上69　］ ─上野公園～春日駅前～小滝橋車庫／［大曲］［東五軒町］下車徒歩約3分
●文京区コミュニティバス　［Bーぐる］
目白台　・　小日向ルート　「トッパンホール 印刷博物館」下車徒歩約3分
※TOPPAN小石川本社ビル地下駐車場がご利用いただけます　（有料）。

お問い合わせ先　：　印刷博物館
URL https://www.printing-museum.org/

TEL 03-5840-2300（代）　FAX 03-5840-1567

〒112-8531　東京都文京区水道１－３－３　TOPPAN小石川本社ビル

❶　『大漢和辞典』　（大修館書店）1955年
❷　　Photoline 印字見本 （　『Penrose's Annual』

Vol.23より）1921年
❸　The Bawtree photographic type-
composing machine（『Penrose's Annual』

Vol.26より）1924年
❹　レンズによる文字大小の変化　（十八種）
（『書窓 11』　第2巻第5号より）1936年
❺　リュウミン原図　モリサワ蔵
❻　文字盤 中ゴシックBB1原盤1955年頃　
モリサワ蔵
❼　ディジトン─数値分析データの図化の多
様性をめざすパターン群　（　『グラフィックデザイ
ン』43より）1971年
❽　ディジトンによる作例1970年頃
❾　PAVO文字盤 ナールD DNAR
❿　山城隆一　「森・林」ポスター1955年
●所蔵先表記のない資料は印刷博物館所蔵
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